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実験箱｡ 約ー高さ 45cm,長さ7.0cm,巾30.0cm の木箱の一例を開閉自在とし､且上面中央に直径
4.0cm 位の円孔を作 りたるものを用ふ｡
実験方法｡ -側の開閉自在の部よりモルモットを箱内に入射したる後､之を閉鎖し､其の周囲に目張
を行払 上方中央部の円孔以外は全 く密閉したる後､上方円孔より薬匙にて 30-50gの前記乾漆衆末
を投入し,二速時のゴム管の尖端に/j､なる絹子管を附し､上方円孔より箱内に迭入し､ 底に置 く接す

















本例に於ける茨末の分備所見は各菓殆 ど同程度にして 右上菓 及両側下葉の上方部は小 しく碕なるが
如 きも大差なし｡各葉の入 tj部菊管枝には内腔壁Vz:著明の茨末を附潜せ りo 中等大寮管枝にあ りては
其の梢大なるものに於ては比較的茨末少きものあるも小なるもの･ 或は小菊管枝にあ りては大多数に
於て著明の衆末を睦円に認む｡ 而 して之等の中､小菊管枝 を中心として周囲の肺胞内に茨末は濃 く不
規則なる放線状､ 或 は網状をなし細き線状に替れ るを認むo即ち肺胞には素管杖 より相連続 して衆末

























本例に於ける肺措内の炭末は大部分肺胞間粗描内に存 し､倭に肺胞内壁に附費せ り. 而 して茨末の
分確は実によりて少 しく濃淡の差を認むるも其の状態は同一な り｡ 釦ち各菓共に略均等に精確に散在
す る頻綿衆末あ り､其の問を走行する束管枝に沿払て周囲に限局して多少の宋末特に密集せ り｡ 此碕
集部の宋末に融 改組茨末の相合 したるが如 き粗大衆末を多数に.混 じ､ 碕集部の著明なる部程多 く混す
るを認む｡此粗大茨末は肺胞間組校内にあり｡ 而 して寮管枝周囲に於ける茨末塔奥書紬ミ之に並行する
血管側に少き傾向を濃 く認め叉寮管枝 と菊管枝､ 或 は菊管枝と血管 と申開に存す阜堪終に拝時に限局
7性 に額集せるを肺門部周囲に於て認めらる｡
束管杖淀内の茨末は小葉管枝睦内に於ては著明に認むるもの多きも,中等寮管枝には比較的少きもの




右下葉o 茨末の密集部は部位的に特に著明なる部な く､葉の各所に散在性に中､小束管枝に港 払て
それに接 して存す､比較的に著明にして肉眼的に認め得 る部 あ り､ 即ち上方 に於ては中心束管枝周囲
及 それ よ り背側に於ける束管枝側 に,又中央部 fり下方に於ては内下線附近の束管枝側等に認む｡
左下菓○ 右下葉 と略同様なる所見 をなす も樽 して右下葉 よりも衆末住に多 きが如 し､借上年部の中
心束管枝に近 き背側及下外方に於ける中､小束管枝 に:沿払て特 に衣末の密集部著明た り｡其他に於ては
内外両下縁附近比較的に著明の衆末増築せ り｡
右内下葉o 他葉に比 し精米末一般に多 きが如 く､上方菊管按入 口部附近に茨末の矯集部 あ り｡
左内下葉｡ 特 に栄末の密集する部位なし｡
右 中葉. 肺門部の周囲特 に内外部 に於て僅なが ら茨末の密集部 を認むO
右上葉｡ 全英収縮著 しく､他葉に比 し特に茨末は一一股に僅少にして束管枝に滑 払て存する衆末密な
る部 も極 めて僅な り (病変 に因るもの 与如 し)0
左 中葉｡ 肺門部特に其の前後に茨末の密集部 あ り｡


























認めらる. 而して衆末は肺組続の全般に捗 りて略均等に碑に散布せらる iも稗大小不同にして隣組茨








左下葉｡ 略右下葉 と同様なるも入口部束管枝の下方に接する限局性茨末席集部捻稚著明な りo
右内下葉O 上方菊管枝入L:3部周囲は稗濃 く限局性茨末賛巣部ありo
左内下葉｡ 上方束管枝入 口部周囲は稀未末密に存す｡




















































右 下 葉 主幹気管枚の上方周囲､.特 (/7'._管側 中央部下方､内下線に逝き部 主幹気管枚周囲 主幹気管枚周囲
右 中 葉 肺門部周囲 肺門部周囲相腐 く 肺門部周囲
右 上 葉 . 気管枝周囲 (葉一般lJ{僅少) 肺門.戟(葉一般に著明) 葉一般に著明
右 内 下 葉 肺門部 (一般に著明なるが如 し) 肺門部周囲 中心苦Bよ り右上方
左 下 葉 右下葉と略同じ､其他に外下男象部 右下葉に同じ 右下葉に同じ
左 中 葉 肺門部周囲 右中葉lJTl同じ 肺門部下方
左 上 葉 な し なし 中心部
左 内 下 葉 なし 肺門邸周囲 中心部







密集部の置 く､著明なる部位には多数に王昆在せ りO 而して此の密集部が;宗管枝の周囲を囲続する部に
於ては之に並行する動晩側には比較的少きもの多し｡ 叉此の密集部は菊管枝の分枝部或は束管枝と束































せらるi事 も当然考-得る所なり. 又御細異物が肺胞上皮細胞間隙を通過して肺組織内に入る事 も認







をより明瞭ならしむる目的を以て極めて厚き切片標本を作 り之を肉眼的に観察せ り｡ 即ち固定せられ
たる的部内臓を前実験と同様の方向に約 400-500ミクロンの連続切片を製せ り｡ 此一片は薄切片の
略10枚に等しきものにして之によりて肉眼的観察は容易なると共に両者相互を比較するに便ならしめ
た り0




気管｡ 内腔壁は全長に捗 りて殆 ど黒色を量するも値に薄き縦線数燦 あ りて徴tJ{縞款をなすo
肺臓｡ 表面よりは特別なる努他を認め三雄く､一般に低に淡暗色を呈せるもの 如ゝ し｡,只右上葉は偉なが らイ地業に
比 し暗色現 し｡










気管O 内腔粘膜は殆 ど全長に捗 りて極めて倍の茨末による役細黒鮎は平等に散在せるも倍比較的には下方程親しO






右上葉｡ 仝葉に極めて密に農鮎 あ りO黒色騒き斑紋款をなす｡
左中葉O 肺部門よ り後方は上葉 と癒合y o 肺門部l/{近も心臓屑及横隔膜両に具鮎を稗席 く認むo












































も索管枝入口部に於ては其の周囲に接して粍著明に認め. それ より背側に廉 く存し､下方に至るに従







第に粗とな り周辺部には全 く認めず.侍入口部束管枝罵囲は特に帝な りO
左内下葉｡ 殆ど全英に極めて密に黒点あり､只前下方辺縁部の少部分に黒点を認めざるのみ｡

















右 下 葉 肺門部 コ.)主幹気管乾す三両 画面こ~商｢K背側.後縁部 略右に同じ
右 中 葉 肺門部に限局 肺門部周囲及主幹気管枚周囲
右 上 葉 全部に著明 同 右
右 内 下 葉 肺門部周囲!/{僅少 肺門部周囲より中心部
左 下 莱 右側下葉に略同じ 右側下葉に略同じ
左 中 葉 肺門部周囲に極めて度 し 殆んど全部に棺著明
左 上 葉 仝部に棺著明 殆んど全部に椅著明
p左 内 下 葉 肺門部周囲 仝部e/7:著明
以上の如 く二者の所見に大差なく､茨末密集部の等しき菜種多数に存す｡ 而して其の状態は全英に
茨末の著明なるものあり､ 殆んど全葉に著明なるも葉の周辺部の僅少部に欠 くるものあり｡又肺門部


























10日以後のものに於て特に他葉 よりも茨末の-股に著明なるもの､ 或は其の多 くの例に於て肺門部
附主圧及主幹素管枝周囲の部位に於ける束管枝周囲に限局性の衆末密集部を形成し,之が真前脚鏡的には束
管杖周囲の之に併行する血管側に少なき所多き事実につきて考察するに吸入後10日迄の間に肺臓内に
吸牧せられたる茨末は一定の法則によりて 移動するは明かな りo 臣Pち実験の際吸入により薩達的に寮
管枝並に肺胞内に侵入. 附帯せる茨末は其の後一部分は第管枝 より外'方に排浬せられ.肺胞内のもの













































するもの 如ゝ く考ふるものな り｡
又厚切片の肉眼的観察によt)て右上葉 ､其他 2,3の葉に於て､葉の全部に他葉に比し茨末の特に密に
藩明なるを認めたるが 之等の葉が実験に際し特に多量の茨末を吸入したるものにあらざるは実験両校










































































b･2週間後に於ける異常陰影は V･1･即ち右上野にては薄 く均等性陰影の濃 く認 く認めらる ゝもの



















従払て 矢野精太郎氏が 年型結核菌の生理的食塩水浮借液を家兎素管内に注入せられた場合の如 く穣
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